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　明けましておめでとうございます。今年も宜しくお願い致します。前回の編集後記（2022
年 8月）で新型コロナウイルス感染症（COVID‒19）に関して，「7月 26日現在，第 7波の
真最中です。新たなオミクロン株である BA.5への置き換わりが進んでいることが増加の 1
要因のようです」と記載致しました。その後，第 7波は収束しましたが，12月 8日現在，第
8波の真最中です。水際対策の緩和が増加の 1要因なのかもしれません。個人的には 11月 20
日に 5回目のワクチン接種（BA.4‒5対応）を受けました。先行きは不透明ですが，1日も早
く感染状況が収束することを祈念しております。
　話は変わりますが，「乾癬における生物学的製剤の使用ガイダンス（2022年版）」が日本皮
膚科学会雑誌の 2022年 9月号に掲載されました。日本皮膚科学会乾癬分子標的薬安全性検
討委員会で作成しました。2019年版の作成後，約 3年が経過し，新たにリサンキズマブ（IL‒
23阻害薬），セルトリズマブ　ペゴル（TNF阻害薬），チルドラキズマブ（IL‒23阻害薬），
ビメキズマブ（IL‒17阻害薬）の 4剤が発売されたことから，今回改訂を行うことにしまし
た。また，TNF阻害薬のバイオシミラー（BS）として承認されているインフリキシマブ BS
とアダリムマブ BSに関しては，使用に際しての注意点を掲載した日本皮膚科学会のホーム
ページを引用しました。
　生物学的製剤の治療選択にあたっては，その疾患要因，治療要因，背景要因を十分に吟味
勘案し，それらを患者と共有する形で治療選択を決めることが重要です。また，乾癬に使用
可能な生物学的製剤にはそれぞれ特徴があり，薬剤選択にあたって考慮すべき点としては，
薬剤の効果（強さ，発現の速さ，関節炎への有効性，一次無効，二次無効など），安全性（感
染症，投与時反応，他の併存症との関係など），患者利便性（通院間隔，自己注射，クリニッ
クでの維持治療，中止および再投与のしやすさなど），そして患者負担（コスト）などがあ
げられます。本ガイダンスは，乾癬の診療に精通した皮膚科専門医が，個々の患者に応じて
それらの複数の要因を勘案し，生物学的製剤を適正に使用することを目的として作成された
ものです。本ガイダンスの内容が皆様の日常診療に役立つことを祈念しております。
 （佐伯秀久）
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